
講演「教育の成果検証の枠組み
～関西学院大学における取り組みを切り口に～」

江 原 昭 博（関西学院大学高等教育推進センター副長）

本日はお忙しい中、多くの方にお集まりいただき、ありがとうございます。本日は関西学院大
学の取り組みを通じて、教育の成果検証の枠組みについて、大きく三つのパートに分けてお話し
をさせていただきます。一つ目は内部質保証について、二つ目は学修成果の可視化について、三
つ目は本学における実践を取り上げてみたいと思います。

1. 内部質保証
1. 1 必要性

一つ目は、なぜ今、内部質保証なのかということです。これについては、教育の質的転換で
あったり、入学者選抜、大学の質保証、そして高等教育としては社会貢献や国際競争、専門職の
養成であったり経済支援であったり、こういったところが非常に今、大きく取り上げられている
イシューであろうと思います。本日皆様がシンポジウムに参加してくださった、おそらく大きな
目的だと思いますが、認証評価の第⚓期への対応というのが非常に大きいのではないかと思いま
す。実は第⚑期、第⚒期にも記載されていたのですが、第⚓期において内部質保証体制をつくり、
内部質保証を中心として認証評価に対応していってほしいということが記載されています。で
は、具体的にどうやって取り組めばいいのでしょうか。どうやって具体的にこの学修成果の可視
化につなげていけばいいのでしょうか。その辺まで、できるだけ掘り下げてお話しができればと
思って進めさせていただきます。

内部質保証の背景については、2008年の学士課程答申から始まり、2012年の質的転換答申、
2014年の高大接続答申、そして今回の認証評価の変更お
よび最新の答申に至るまで、内部質保証の重要性という
ものが少しずつ少しずつ取り上げられてきました。もち
ろん法改正も同時に行われ、学校教育法の改正、認証評
価細目省令改正を通じて、内部質保証がどんどん取り上
げられてきています。

2004年に始まった認証評価の第⚑期では、FD や SD
を実施しているか、シラバスをつくっているかなど、今、
我々が取り組んでいる次元からすれば隔絶の感がありま
すが、まずはこういったところから実は私たちは始めて
きた歴史があります（資料⚑）。

次に2017年までの第⚒期では、情報公開の義務化、エ
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ビデンスの可視化が求められていました（資料⚒）。実は第⚒期ですでに学習成果について求め
られていたにもかかわらず、今回の第⚓期でなぜ学修成果や内部質保証が強調されているかとい
うと、我々がこれらに応えられなかったというところが現実としてあると思います。ルーブリッ
クについては、Borden 先生も取り上げてくださいましたが、こういったルーブリックであった
り、あるいは、本学の実践例としてのｅポートフォリオがありますが、本学も少しずつ自分たち
の教育の改善、あるいは大学の改善にこういったツールを利用している段階です。

そして、第⚑期のころはチェックリストで対応できていたり、第⚒期ではエビデンスを求めら
れれば IR を行っていることを示したり、情報公開が求められれば Web で公開したりするなど
のレベルで対応できていたのが第⚒期まででした。このようにこれまで、我々は評価対応という
ものを行ってきたという経緯があります。2018年度から始まった認証評価の第⚓期においては、
大学基準協会のものでは、理念・目的の次に内部質保証が基準⚒として位置づけられており、重
要性を帯びています（資料⚓）。

資料⚓

社会の視点では、一体大学は大丈夫なのか、学生は大丈夫なのか、といった言葉が出てきてい
ます。定員割れの私立大学など、新聞の一面を踊るような数字ですが、充足率はどうなのだとか、
学習時間はどうなのだとか、特にこういったところが、問題とされているところです（資料⚔）。

社会でよく取り上げられる時間外学習ですが、これは皆さんがもちろん重々ご存じだと思いま
すが、実は日本では小学生が一番勉強しています。それが、中学生、高校生、大学生となるにし
たがって、どんどん勉強しなくなっています。これが実際いわゆる一般的な学生調査、生徒や児
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童に対する調査を行うと出てくる現実的な数字です（資料⚕)。では、どうして学習時間が注目さ
れるのでしょうか。これはもちろん大学設置基準で決まっていることで、授業に15時間、自習に
30時間という組み合わせで単位制度が成立していますが、それだけではなくて、アメリカやヨー
ロッパでも同じような考え方、大体年間1,500時間から1,800時間が必要としています（資料⚖）。

視点を変えてみると、財務省の視点からでは、大学数、定員数に関する規模の見直しというの
が、おそらく視野に入っているのだろうということです。大学の再編や教育力向上といったも
の、こういったところを押し進めていきたいということです。そして、補助金といったところで
も、国立私立を問わず、我々の方でも私立大学改革総合支援事業や一般補助、特別補助を通じて
経常的経費にまでメスが入ってきている状況があるのではないでしょうか（資料⚗）。
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1. 2 内部質保証の定義
内部質保証の定義はどういったものでしょうか。これは、資料⚘に示した定義で通常取り上げ

られています。そして、大学基準協会の考え方では、⚓つの観点として、点検検証を通じた質の
向上、情報公開と説明責任を通じた質の保証、そして質の向上と質の保証を恒常的・継続的なプ
ロセスにしていきましょうということです（資料⚙）。こういったところで PDCA、いわゆる
Plan、Do、Check、Action が求められてきています。

資料⚘ 資料⚙

内部質保証の三要素ということでは、やはり内部質保証を進めていくにあたっては、目標設定、
組織化、規程化、こういったところを考えていく必要があります。それから、三つの側面では、
これはレベルの問題ですが、大学全体の有効性であり、学位プログラム、いわゆる我々で言う学
部教育の有効性です。それから個々の授業、一つ一つの授業についても段階を追って取り上げて
いかなければいけないということです。それぞれのレベルの実施主体が違うことによって、なか
なかマネジメントが、いわゆる教学マネジメントが効かない現実があります。このあたりをよく
よく考えていかないと、せっかくの⚓ポリシーであったり、IR や SD といったものもバラバラ
に対応することになり、なかなか連関がとれてこないという状況があります。こういった、⚓ポ
リシーや FD といったものもそれぞれの学部によってバラバラの状況、そして最終的に、これは
評価の串刺しなのですが、第⚒期まではそれぞれの学部研究科において評価を縦串で入れている
ような現状でありました。

1. 3 恒常的・継続的プロセス
PDCA サイクルは、大学では多くの場合、PDPD サイクルで終わってしまうものが多い現状

があります（資料10）。あるいは、せっかく評価というものにチェックを入れてみたのですが、
これも評価だけして終わってしまうことが多いことがあります（資料11）。こういったところで
本当の PDCA を回していくためには、やはりアクションを実際進めていくことが重要ではない
かと思っています。本当の PDCA サイクルというのは、やはりアクションを行っていくことに
よって、次のまた新しい PDCA が次々とこう、プランに対して次々と反映して回っていくもの
が本当の PDCA サイクルです。

これを先ほどの⚓つのレベルに当てはめますと、やはり機関レベルで言えば中期計画に基づい
て、あるいは実施計画に基づいて始まった各種施策について自己点検を行い、改革改善を行う。
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これが言ってみれば、こういった形でシンプルに機関レベルで行っていければいいのではないか
と言えます（資料12）。

プログラムレベルでは、もし施策の方で⚓ポリシーを進めてほしいというのであれば、⚓ポリ
シーに基づいて、それぞれの学位プログラムというものを考えていけばいいのではないかと言え
ます（資料13）。そして、授業レベルでは、もうこれは明確でシラバスが導入されていますので、
シラバスを中心に PDCA を回していけばいいのではないかと言えます（資料14）。
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実際に自己点検評価を実質化しようとした場合、やはり自己点検評価全体で、大学執行部と学
部教授会が協力してそれぞれの⚓ポリシーを見ていく必要があります（資料15）。

シラバスについても、バラバラな現状ではなくて、それぞれ同様の考え方で、しっかりフォー
マットに基づいてシラバスを整え、⚓つのポリシー、特に DP に基づいてそれぞれの授業を見て
いく必要があります（資料16）。したがって、やはり内部質保証のキーワードというのは、大学
においては、中期計画や実施計画、それを実際にしっかり自己点検評価していく。それから、教
授会、あるいはそういった担当部局においては、⚓つのポリシーをやはりそれなりに目くばせし
ていく。そして、教員は特にシラバスに基づいた授業を進めていくことが必要です（資料17）。

2. 学修成果の可視化
2. 1 課題

学修成果については、浮かび上がった課題として⚖つあります（資料18）。上から⚔つ目の学
修成果を出すのは難しく、ここが非常に重要で、これも本日村田学長、Borden 先生もおっしゃっ
ていましたが、やはり学修成果というものには解がないということです。ここから我々は自らの
施策であったり、計画を進めていかなければならず、自分たちなりの学修成果というものを考え
ていく必要があるのだということが非常に重要だと考えています。

もう一つ、下から⚒つ目の卒業時のみに焦点をおいて果たしていいのでしょうか。学修成果の
定義の話は一旦脇に置きますが、いわゆる⚓つのポリシーにおける DP であったり、せっかく設
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定した学修成果、それを卒業時のみで測るというのに無理がないかということです。そもそも教
育の成果というのは、卒業式の日に本当に瞬間的に現れるのでしょうか。これが、成果は見えて
くるのではないか、そこのところを取り上げておきたいと思います。

次に学修成果の主体・射程・対象というものです（資料19）。これは若干定義の話に関係して
きますが、やはり学生の学修の成果、その個人の学修の成果というものを考えるときと、大学の
教育の成果というものを考えるとき、これは大きく二つに分けて考えないと混乱します。そして
実際に、現場において混乱しているというのを多くの大学から伺っています。

2. 2 学生側の学修成果
学生にとっての学修の成果というのは、資料20の形になると考えています。右側の部分は学生

生活ですが、これを考えたときに、それぞれいわゆる学位プログラムや正課のプログラムがあり、
AP から CP、DP と始まった縦の部分、授業も含めて、入試判定で入ってきて、学生の合格まで
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の流れ、一つ一つの授業で成績、そして学んだ成果が出てくると、成績が一つ一つ出てきます。
こういうものがおよそ124単位なり積み上がってきた形で卒業の審査が行われて、学位が与えら
れます。

通常、一般的にはこれが大学教育だと社会から思われているところでありますし、その正課の
プログラムを考えたときには、ここを考えればいい話なのですが、実際に学生たちが何を考えて
どうやって行動しているかというと、およそ入学したときの偏差値に影響します。入学したとき
のそれぞれの大学の偏差値と卒業したときの学位ではなくて、就職先の企業の名前というところ
で自分たちの大学生活、あるいは社会からの評価が下されているということは往々にして多いと
いうことがあります。そういった状況に対して、我々が学位の部分であり、成績証明書で果たし
てそこの部分だけで、大学の教育ってこうですよって、もう昔のように完結していっていいのか
というところに疑問が生じています。そして、重要なのはこの正課外の大学関連活動と書きまし
たが、これは少し後で、別途、本学の取り組みのところでも出てきますが、簡単に言えば、例え
ばエクストラカリキュラムである正課外授業であったり正課外教育、あるいは、クラブ活動で
あったりボランティアであったり、大学を通じて多様な活動があります。また、留学もそうです。
さまざまな形の、卒業必要要件の124単位だけではない様々な活動や体験も含めて、これらすべ
てを含めて、この全部を含めて、学生にとっての学修成果、あるいは、学修成果というよりは大
学生活の成果、学生が大学生として生きた成果、ここのところを大きく見て、学修成果というも
のを小さく、小さく、小さく、厳密に定義するのではなくて、もう少し大きく広く見るというこ
とを考えていった方がいいのではないかと考えています。

2. 3 大学側の教育成果
今度は大学にとっての教育の成果の方、これは資料21のモデルで考えてみました。
我々がよく抜け落ちるのは右側の大学の学修の成果、大学の成果、例えば大学の効用とか大学

の効果って大きな話がどんどん出てきます。実際に高等教育の進学率や大学の進学率は日本では
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⚕割に達しています。短期大学、専門学校を加えて⚘割に達したといっても全員が高等教育に進
学しているわけではなく、高校を卒業して即就職するパターンも含めて、約半分の高校生は右側
のコースに行くわけです。したがって、大学の効果といったときに、我々はどうしても大学人ば
かりが集まっていますので、大学のことだけを考えているのですが、短期大学や専門学校、高校
からすぐにキャリアを始めるコースを含めて、他にも多くのコースがあるわけです。そういった
ところもまず念頭に置かなければいけないと思うのです。

それと、もう一つは、一つのコースしか書いていませんが、これも、日本には約700の大学が
あるわけで、それぞれの、国立、公立、私立を問わず、さまざまなパターンの大学、あるいは大
学生活があるわけです。そこで、それぞれの大学の成果を見るときには、先ほど上げた学位プロ
グラムの他にも並列して上げた、正課外活動であったりさまざまな経験、大学外の学習であった
り、こういったものも含めてこの大学生活があり、学位授与で卒業していきます。そして、さら
に今度は横軸だけではなくて縦軸も見てほしいのです。就職したところだけではなくて、大学の
成果というものをやはり、その後の卒業生の成果を、例えばどういった形で調査したらいいだろ
う、大学の、後で触れます独自指標であったりプログラム指標であったり、あるいは長期戦略の
ビジョン、あるいは大学のミッション、こういったものがどのように生きているのかをそれぞれ
の大学がそれぞれ考えて、この上の部分、大学の教育の成果をやはり我々はもう一度しっかり再
定義して考えていく必要があるのではないかと考えています。

学修成果の可視化への⚑つのヒントとして、⚒つの方向性があると考えています（資料22）。
それが、⚑つには左側、それぞれの大学は背景も歴史もターゲットも立ち位置も全く異なるわけ
ですから、それぞれやはり独自の指標を立てていくべきだと考えています。しかしながら、一方
で何らかの形で総体的な評価が可能なベンチマーク指標というのも持てたらいいのではないか
と、これは理想ですが、あったらいいのではないかと思うところは一方であります。例えば、さ
きほどホワイトハウスカレッジスコアカードということで上げていましたが、アメリカにおいて
言えば、これだけではなくて、例えば学生が大学に進学したいと思ったら、例えば FSA、
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Federal Student Aid での学生支援の方法があります。それから、例えばお金というのはこうやっ
てかかるのではないか、シミュレーションができるわけです。他には Net Price Caluculator とい
うものがあって、全米の大学において、どれぐらいお金がかかるのかと、そういったものをそれ
ぞれ、例えばこれをクリックして調べてプリンストンに、先ほどのところからリンクで飛べば、
プリンストンの Financial Aid Estimator にもつながってくると。こういったものがあります。

一方で、日本で今、どういったものがあるかというと、一番有名な大学ポートレートですが、
これに例えば近畿、大阪とか入力しクリックして国立大学っていうと⚓つ出ます。有名なところ
で、大阪大学をクリックすると、何が出てくるかというと、学生数、教学の精神、大学の特色、
等などが書かれているところが出てきます。では逆に、自分がこの中で結構、私と同年代の方で
すと、高校生や大学生の息子さん、娘さんがおられる方、自分の子供が進学するときに、これで
わかりますでしょうか。もう一つ、調べるときに何を調べるかといえば、偏差値となります。こ
こには上げませんが、予備校や何かの偏差値を見ます。それ以外にあのようなものはありませ
ん。したがって、これが現状なわけです。何らかの形でベンチマークは必要ではないかというの
は、やはりこれを見ればどうしても考えざるを得ません。できればいつか、我々研究者も含めて、
大学関係者でつくっていたけたらいいのではないかという考えがあります。

3. 関西学院大学における実践
3. 1 戦略策定

本学の取り組みをご紹介させていただきます。まず、本学の次期将来構想の全体像をお示しし
ます（資料23）。この中の上の四角の部分、本日も村田学長が取り上げておりましたが、
Kwansei Grand Challenge 2039であり、学院創立150周年に向けての将来構想となっています（資
料24）。その中で特徴というのは、後でゆっくりご覧いただきたいのですが、代表的なところは
⚑番のところ、まず、学修成果を含め、学生のアウトカムに焦点を置いています。

Kwansei Grand Challenge 2039は、未来予測から演繹的にバックキャストしてつくりあげてき
たところがあります。そして、学院全体が連動する総合計画です。⚔番目、ここが重要なのです
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が、さらに経営と教学が一体的に取り組んでいます。そして透明性の高いプロセスが続き、最後
の⚖番目、これは⚑番目に連関しますが、KGI/KPI を設定して取り組んでいるところです。

超長期ビジョンのところでは、教育理念から始まり学校経営まで、⚘つの柱を設けています
（資料25）。これを基礎として「質の高い就労」「学生の質の保証」「学修成果の修得」をつくり上
げていきたいと考えています。そして、そのゴールは、真に豊かな人生につながっていきます。
これが長期戦略の全体像と主たる目的になります（資料26）。

学修成果や内部質保証のところで触れてきた学修成果の話をします。これが、本学が考える学
修成果をつくり上げるための装置といったらいいのか舞台といったらいいのか、一言で言えば教
育となります（資料27）。

下の段に主たるプログラムとありますが、これが学位プログラムに当たるところです。⚓つの
ポリシーであったり卒業要件であったり、いわゆる学位プログラムを通じて、狭い意味の学修成
果、これが世間で言うところの学修成果となります。本学としては、さらにこの上の段の部分、
付加的なプログラムであったり正課外教育であったりといった、こういった中身のものを通じ
て、全体的に大きく広義の学修成果が上がってくるのではないかと考えています。さらに、この
124単位にプラスしてさまざまな関西学院を通じた経験や教育を通じて、上がってくるこの学修
成果というものを卒業時に測ってみようではないかということで、現在それを測るための調査設
計に取り組んでいます。そこで出てきた学修成果および質の高い就労、ここからのセットにおい
て、まず学生の質の保証というものができるのではないかと考えています。

そして、この超長期ビジョン、長期戦略により、最終的な本学のゴールとしている卒業生の人
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生を通じた真に豊かな人生が達成され、本学のミッションである Mastery for Service を体現す
る世界市民を育成していけるのではないかという、これが大きな意味でのモデルになっていま
す。

3. 2 学修成果の可視化
学修成果の可視化ということでは、最近話題となることの多い EBM、Evidence–Based

Manegement の推進、総合的な IR 機能を構築していきます（資料28）。大事なのは、全体的に
は先ほどのミッションであったり、あるいは広義の学修成果を達成していくために、調べていく、
追いかけていく指標というものは何にしたらいいのかということで到達した指標がこれらになり
ます（資料29）。

まず、⚓つに分かれていまして、教育の成果には⚒つ、社会的な評価には⚑つ、満足度には⚒
つで、これら⚓つ部分で総合評価をしていきます。教育の成果は、これはやはり教育機関として
内部、学院の内部で見ていきます。社会的評価は外部の評価として考えます。満足度は、サービ
ス産業として、ある種のサービスセクターとして内部の評価、学生や生徒からの答えを見ていこ
うと考えています。

教育の成果の指標としては、資料30のとおりです。構造図としては、こういった形で一つ一つ
のスクールモットーや Well–being、あるいは社会での活躍度というもの、こういったものを調
査して、一つ一つの KPI を通じて、先ほどの真に豊かな人生を見ていこうとしています。

卒業生調査では、それぞれの Well–being であったり、キャリアパスの満足度、あるいは年収、
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職階などを調べています。そして、調査を通じて先ほどの KGI につなげていこうと考えていま
す。

就労の質の高さの部分は、教育の成果の⚒つ目です。これについてもこういった構造の中で学
生の満足度、母校信頼度、推奨度といったところを合算して出していこうと考えています。

次に先ほどの⚓つの要素の KGI、資料29で言うところの満足度の部分になります。これは⚒
つの考え方で、⚑つ目が学生の満足度、いわゆる Customer Satisfaction に当たるものだと思う
のですが、学生生活の満足度を調査しています。これは卒業生調査です。ここも卒業生調査だけ
ではなくて、実際に⚑年生から始まっている学生調査です。在学時の学生調査でも見ています
し、それから卒業生調査、さらに⚕年、10年、15年、そして今後長期戦略において、35年、40年、
45年と卒業後50年ぐらいまでこう、人生100年時代ですので、長いスパンで見ていくことにして
いますが、⚕年刻みの卒業生調査まで全部つなげていった形で学生生活の満足度も考えていこう
としています。

もう一つ、母校の信頼度、推奨度、ロイヤルティーについても、先ほど申し上げた長いスパン
の卒業生調査を通じて、考えていこうと思っています。

社会的評価の指標については、ブランドにかかわってくるところですが、これについては、大
学通信様の行っている全国高校教員調査のグローバル教育の話であったり、あるいは実際の実志
願者数といった指標を参考に、基盤指標を通じてブランドについて見ていこうと考えています

（資料31）。
ここまで少し細かい指標を見ましたが、Kwansei Grand Challenge 2039の指標と KGI・KPI の

関係としまして、こういった図をつくっています（資料32）。これは、先ほど上の部分、ダッシュ
ボードとありますが、これが現時点でのモデルです（資料33）。これもダッシュボードも毎年改
善していまして、現在はこの形ですが、さらに進化が進んでいくものと考えています。
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そして資料32の上のところはああいった形でダッシュボードで見ていけるようなものをつくっ
て KPI、どういった KPI が上がっているのだと、そして、しっかりとキーゴール、KGI はどう
いう形で上がっているのだというものを見て、大学、学院全体のマネジメントをこういった指標
から、通じて進めていこうと考えています。

最後に、こういった具体的な指標であったり、結果を通じて、関西学院において、どうやって
内部質保証を進めているのか。我々が考えている内部質保証は、その推進において、まず⚒つの
PDCA サイクルを統合しようと考えました。この⚒つの PDCA サイクルは、自己点検評価とい
わゆる中期計画や長期戦略をリンクさせていった方がいいのではないかということです。実際に
本学では、新基本構想、あるいは中期計画といったもの、これをプランと考えています。これま
で、⚒つに分かれているところがみそで、新基本構想、これは以前の長期戦略でした。それから
中期計画や実施計画というものがあって、通常大体皆様の大学もそうだと思うのですが、計画を
立てたら計画の部局や計画のビジョンで PDCA マネジメントが回ります。しかし、それとは別
に認証評価対応の評価推進室であったり、そこを中心に評価のサイクル、評価の PDCA を別途
回しています。

少しばかり余談となりますが、私が関西学院大学に赴任して、そのときに驚いたのが、どちら
もすばらしかったことです。評価の PDCA、帳票設計もすばらしいもので、私は大学基準協会
と一緒に仕事をさせていただき、いろいろな大学を見てきましたが、着任したときは、お世辞抜
きで本学の帳票設計が一番いいと思いました。

ところが、それが問題でした。良過ぎるので全く別個に動いていたのです。すばらしいものが
別途で回ると何が起きるかというと、実際の現場ではすばらしい帳票が⚒つ来るのです。どちら
も本気で対応しないといけない。良過ぎるので書くことも多いし、もちろん事務作業量も多い。
対応していかなければならないことも多く、結果はいいのですが、それに対応していくプロセス
で非常に困難が生じていることがわかってきました。

その中で、実際に中期計画を自己点検するのであれば、もうこの両方を合体した⚑つの
PDCA サイクルとして回していって、このサイクルに基づいて関西学院全体の内部質保証を進
めていったらいいのではないかということで考えました（資料34）。

その結果が資料35になります。ここには⚓つの総合化を入れています。まず⚑つには教学と経
営です。人事計画であったり、建設計画といったものと教学側を統合していきます。

⚒番目に上げていますのが、大学側執行部の計画と学部研究科の、部局の計画を統合していき
ます。本学は総合学園ですので、院内に中学部や高等部などがあります。各学校と今度は大学側
との統合も果たしていきます。

そして、中期計画と自己点検で別々に回っていた PDCA を統合して回していこうという計画
を全体的なプランとして、超長期ビジョンおよび長期戦略で立てました。

全体のプランがうまくいけば、学修成果の修得、そして、そこで学生の質の保証を果たし、質
の高い就労および真に豊かな人生を達成していくという我々の学修成果の修得、学生の質の保
証、質の高い就労が果たされるのではないかと考えています。

以上が内部質保証と学修成果の可視化、そして関西学院における具体的な実践例のご紹介でし
た。本日はありがとうございました。
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